
JICA帰国専門家連絡会かながわ

第6号
」ECK2005年下半期活動
」ECK臨時総会の開催
10月 22日 (11)JICA横 浜国際センターに於いて、」ECK臨時総会を開催 しました。開催の
主旨は、JECKを 母体に」ECKか ら分派する形でより実践的な国際交流に関わるNPO法人設
立について、広 く会員の意見を伺うというもので、活発な意見交換が出来ました。なお、
本NPO法人はその後開催されました設立総会にて16名の発起人により正式名称「特定非営
利活動法人JECKア ソシエイツ」として産声を Lげました。

「横浜国際フェスタ2005」 に参カロ
これまで山下公園沿いの産業貿易会館で開催していた「横浜国際協力まつり」が地域国際協力団体だけ
でなく国際交流団体をも迎え入れ、新たに2∞5年からは「横浜国際フェスタJと して、会場を横浜みな
とみらい地区のパシフィコ横浜に移して廂大に開催することになりました。第一口1目 の本年度は2005

会議室における第三回のシンポジウムから

横浜国立大学
/At開
講座

横浜国立大学のご好意により、」ECK会員 3名が講師となって-1党市民、外「J人留学生、学
生を対象にして「国際技術協力における技術移転の問題点と課題 ― 元」ICA専門家の現地活
動報 :iF一 」という講座名の一般公開講座が H月 121J(11)11後 1時 より横浜国iL大学工学
部C講義棟101室で開催されました。当日は、谷保茂樹」ECK事務局長からのJECK活動紹介を
皮切 りに、以下の内容の講義を行いました。
l胡椒の栽培から見た地球の温暖化      講師 :後藤降郎 」ECK会員
2.質量検定技術と品質管理           講師 :山 1日敏夫 JECK会員
3金属加工技術分野の国際技術協力       講師 :菊池正夫 」ECK「業技術部会長

保土ヶ谷国際交流のつどいへの参加
2CX15年 (平成17年 )11月 27日 (日 )に横浜市岩間市民プラザ (横浜市保■ヶ谷lg)に おいて、第16回保土ケ谷区国際交流のつ

言なЁ

'「

竹縦紹 馘 f骰昏ナ本書縁ゝ鵠溜 ,翻鰊 線 ;犠lされ酢 1同行われている行
膳′:うま|‖![i7:,18こ礁 bLTば'』!輪ぷちF吊穐 ;1早P(「ちli夕を二千11主ξ罪2x虜畷l〈]ナ瞥翻こr看増ま:[寒あった。」という評価を受けたc
」ECK創立 4周年記念 第三回シンポジウム・新年会
2006年の」ECKの活動は、1月 21日 (上)15時からJICA横浜国際センターの第一
始まりました。内容は以 ドのとおりです。
1.「フイリピンの籾殻発電について」     物部 宏之 会員
2.「国際協力における基礎教育」        汐崎 郁代 会員
3。 「TVデ ィレクターの仕事」         佐藤満寿哉 会員
当日は生・liilの雪でしたが、今回は会員の他に、初めてシニアボランティアを活かす会神奈川
県支部の方々も参加 してくださり、終了後の恒例のパーティでも相互の情報交換が和やかな
雰囲気の中で行われ、JECKも 一歩づつタト部に対して開かれていっているJ「を感じさせました。

「JICA横浜新年会」に参カロして

NPO法人ニュース (第一回)

」ICA帰国専門家連絡会かながわ 会報 平成18鋼月 1日

Jica Expert Conference Kanagawa

今回から本誌の一部を利用して」ECKから生まれたNPO法人の活動について報告させていただきます。

::言:i]                                    :`:'CKか らの愛情を受けつつ、親孝行な娘となるよう育



フィリピンにおける籾殻発電実証試験の一事例
物部宏之会員

1 背it 日本は/7N後年間11億 トン以 Lに及ぶ炭
酸ガス削減をり〔施する必要があるが、原子力、風  2)
水力、1れ林、省エネ、では限度力`あり、20∞万ト

ン分は達成不 l可 能とされている:そ こで途上1司 に
設備投資をして、得られた削減効果を権利として
「1本が11い IFtる 、とilう ビジネスの可能性が出て

きた:筆 者らは経済 |な業省の補助令を得て、フイ
リピンに農産バイオマス (Lと して籾投 )有効利

テレビデイレクターの仕事
佐藤満寿哉 会員

^体、テレビディレクターとはどんな仕J!「をす

るのだろうか

いつもこんな質問を受けることが多いのですc

答えは、なんでもLヽ といえばいいのでしようか :

あらゆる `|「を的確に対処して自分のやりたい番組

を具体的に放送されるまで、様々な問題を処J里し

て最終的にオンエアーにたどり若くliと なりま

す 企山i、 予算、出演者、技術者、スタジオ、作
家、「1楽家、などやることは限りなくあります..そ の

‐つ ‐つが同じ

くらいのウェイトを占めます

ただし、りた本的にはジヤーナリストであるべきなのです .

^番大liなのは‖iの中の出来事や、時代の流れ、孝え方、人 が々今、何

をとえどう思って′11活しているのかを、いつもキチンと見つめて番利1に

反映させるJ「が』t本的なテレビデイレクターのあり方だと思っています :

このことは、ニュースも‖t道番組も教 fJ・教養番組も、ドラマや音

楽番判tも 同じなσ)です デイレクターになるには何かを絶力」に必要と
いう1手もありませんJこ んな物を作りたいという情熱があればいいの

です ただし「1分の得意な分lli・が つあれば大きな武器になることは

4)

10kWの発itが可能 (図 2)

炭化 : ガス化炉では反応,1lt度を低く抑えた場合に1ガ投は炭の形
で排出される=エ ネルギーの

13は炭の中に残るので炭自体有効な

燃お|と なる=更に肥十1や土壌改良斉1に lt用することで、石油系の

尿素など化学肥料使用を抑える事が出来る[燃やして炭化 l量を少
なくすれば灰が1曽える この灰は粒子が4ヽさくシリコン羽として
利用価値がある 精米所が炭化炉を設置1すれば、」ほtを用いて蒸
気タービン発電と籾の乾燥に使用できる 籾投 1ト ンを炭化させ
るツト熱で1(Xlkwの 発電と10ト ンの籾を乾燥(石 ,||1lЮIン相,:1)l11来 る

燃焼 : バイオマスを利サllし て発1七を行う場合に最もポピュラー
で、技術的にも確立している手法である ガス化発1しに比べて人
規模 (タ ービンでは籾投13tの燃焼で100()kw発 lLが可能)で設備イ1

も小型でも3億円以 11必要となる 電力買取制度がないと電力 J「
業としては成立しない しかし集積が1ヒ較的容易な農産物、たと
えばバガス(砂 llli黍絞りかす)では1000k、

‐クラスの本気タービン

発電が多数あって工場動力全量をまかなっている[本気利りllや籾
乾燥などコジェネレーションによる効率向 11の動きは需んになっ

てきたc
エタノール発酵 : セルロース系バイオマスのアルコール発酵は
爆17t、 蒸煮処理1を経てリグニンとセルラーゼに分劇[し てキ1殊な酵

素により行うが
′
り鍛 室段階、将来技術である 家畜排泄物のメタ

ン発酵やごみ処分場のメタンによる発↑Lも CI)Mの 1対連では出りι

しつつあり、筆者らはミャンマーで豚メタン発lEを |:卜画中

このようにバイオマスといっても廃棄物に近いものがイ「効に利

用されて地球

'i‖

暖化防 l卜に役こつよう技イホF開発が進んでいる:

の:3ι ttil:のみ添えて送ら

れてきて、 1瞬のうちに

壊れれば、日本は最初か

ら壊れた品物をよこし

た、 と不イ:i感をオキたれて
もイ|:方がない

第 1は、いわゆるプロ

フェッショナルの人々を

教育する 4Nl難である 自
分も大学の先生であると

Hamn先生 (右から 2番 目)と 日本側メンバー カウンターパ
ー トのHartln先 生は責任感が強く大変な努力家、日本側スタン

フに今も信頼されている

のプライドが、同じ大学教師の日本人の指導を素 |「三に受け入れない

教育関係プロジェクトに限らず、様々なプロジェクトの派遣専門家が、

供り̂し た諸設ll・ 機械類を、現地の人々が自分で管J里出来るよう指導

する過程で、同様の壁に突き
'1た
ってきたようだ

それでも、自こなしの供
′
チはその国の力とならないし1り

「角教育を1‖

った計山|であるならば、J ll想 とするのは国の次代を担う若年1,1を対象

とし、自紙の状態からの教育を施せる協力のイ|:方が望ましい「教育は

時|IJが l・卜かるもので、教育を身につけた人々がその同の ll台となるま

でには、 「`:抱強い援助努力が必要であることは云うまでもない

確かです

それは、読it卜でも、動物好きでも、食べ歩きでもいいのです「いつか

必ず役に立つ時が来ます.私はむしろ、学校でlJt送 クラブなどより、建築

に興味があった1)絵 lllliを見るのが好きな方がいいとさえ思っています

そして日常的に、物作りの中で常に要求されることは、決脚iするこ

とです「何十人の人々がllll一つの方向に進むには
‐瞬一瞬の決 llが絶

対に必要です..それは当然ながら、その人rlの 人|11性全てが明らかに

なってきます

そこにli頼や安心感も′liま れるし、反対のケースも出てきますら

lt期の海タトでの仕 J「はメキシコで 2年余でした プロデユーサー・デ
ィレクター・テクニカルディレクター合同のプロジェクトチームとし

て、lTい|の放送研修所で現地のインストラクターと共にプロのための

研|夕を11当 しました アジアやヨーロノバではあまり感じなかったソ(
文化という言葉が初めて実感できました=日 本民族とは根本的に異な

るラテン系民族の陽気さや、即物的な人生観、そして日本人と先祖を同

じくするといわれているアステカやマヤ民族の後命たちの死生感、ど

オ■‐つをとっても、これまでの自分の人生には無かったもので、興味

は限りなく広まっていったのを今でも覚えています

用によるガス化発電と炭化のりこ証試験を実施している1東 1朽アジアの
米生,な量は 5億 トン、l ll殻 1億 トン、 日本の5()倍程度あるがバイオマ
スは 般的に離散的にイF在 しており、運搬等課題が多い (注  バイ
オマスの燃焼で発生する炭峨ガスは同化

作用の逆で、総ttを 変化させない :カ ー

ボンニュー トラルという)=

2 籾殻の利用方法 1切投には 4111り の
利用方法がある

1)ガス化 : l ll投 をドラム 1庁状のタン
クに入れて、僅かに送触tし て燃焼さ

せると内書|`i卜 1度が LJIし 、6()()度 く

らいからガスが出始める 温 1支 を上
げすぎると燃えて灰になるので、lll

投が炭化する程度の80()度～9()()度に

なるようにli」 御する.組 成は C02
5°。.水素 5%、 メタン3%な どで、
ガス 3～ 4 nl十 で lkヽヽ

‐
、1刀殻20kgで

JICAの 「インドネシア初中等理数科教育拡充

計山iJプロジェクトは、将来教師となる学41を 育

てる、教育大学の先′11の実力強化を目的とし、日

本の大学教itを派遣して研究活動や学f立収得の支

援、教千1[与作り、学
′11の指導方法の助 :|、 また日

本へのイリ1修生のlll薦 を行っていた 教育そのもの
を目的とした点でなかなかltい 企 l「 と思う.

型、のイ|:tiは 、 日本側供りの物理学実験教材の、
使いノJと 指

j単
方法を教えることであつた しかし2∞ 1年 10り lに清f■ し

て先ず驚いたのは、
｀
卜数以 卜の機|イ が米使用のまま放 1置 されているこ

とだった[プロジェクトのスタート以来ltに 211経つており、 lT^万

1]を超す予算をかけた機材は、早い時期に設ri'斉みの筈だが :

色々訊くうちに判った点は 2つある, つはまさにお役所イ|:Il「 にあ
り、交付された〕'算を川l限内に合法的

に(合理的とは云わない),11化 出

来ればそれで成功、とする1‖
′けiにある.企画・機材の選定と購入・輸

送設rt等の手続きが流れ産業的に進行し、そこまでの段階では、現地

指導に当たる専門家がまだf千命すらされていなかった様 J′ だ:だから

例えば、日本で検杏i斉みの機材も、インドネシアでいきなり250Vの

lt湖 :に接続し、瞬 1円 lに壊してしまう 専 |“ l家の付添いもなく、日本語

国際協力 における基礎教育の重要性
汐崎郁代会員



中之薗賢治会員
横浜 Iド水道局は、スマ トラ沖大地震で特に大きな津波被害の大きか
ったアチェ州で水中ポンプが有効活用できることから、災1与対策用の
水中ポンプ15台をアチェ州に供

′
iすることとしました.水中ポンプ設

置場所の選定などの技術協力のため、 9月 18Hか ら10月 18日 まで私が
専門家として派遣されましたので報告します。

つ 地の状況
―私が現地に入った時は被災から約 9か月が経過していましたが、破

壊された家屋の大部分は復興されておらず、多くの被災住民はバンダ
アチェ市郊外に建設された被災作月1仮設住宅やド1分の上地に仮設テン
トを張っていまだに住んでいる1人況でした.私が被害状況を見て印象
に残ったのは、発電ナ|〕バージ船が海岸から3kmの住宅地まで運ばれ
ていたこと、漁港の近くでは漁1合が民家の 2階ベランダに乗っていた
ことでした これらの風景から津波の凄さを感じ取ることができまし
た1こ のバージ船については永久保存すべきであるという ^部の住民
からの強い声もあがっています.

―
ポンプの設置場所

―水中ポンプの活用方法については、バンダアチェ
市長、同rh水道公社局長、公共事業省災ir復興水道
11当 者などと協議し、浄水場内の配水池から給水車
への給水に使用することになりました.現在のバン
ダアチェ市の給水状況は、バンダアチェl打水道公社
のLambaro浄水場 (約35,0∞ m3′ 日)か ら、30%の 市民
へ配水管で供給しています.残 りの7()%の市民へは
Lanlbaro浄 水場とユニセフが緊急支援のため築造し
たЫron浄水場 (約 1.7∞m'FI)の配水池から、給水車
で運搬した水に頼っている状況です。画浄水場とも、
配水池から給水車への給水に水中ポンプを使用して
いましたが、このポンプはインドネシア軍所有で [|
中しか使

'llで

きないため、24時間使り||で きる水中ポ
ンプが必要となっていましたここれら2か所の浄水

場へ 2台ずつポンプを設置し、一日延21Xl台の給水車へ給水が可能と
なり、いまだ水道が使えない多くのl'民に水を運ぶことが出来ましたc
なお、給水中は、インドネシア国内及び近隣の睡|々 からの協力で供与
されたものを活用しています。
このほか、アチェ||∫ヘポンプ 2台、アチェ州の他 Iド町へ 7台を供与
し、給水車への給水のためポンプを使用することとしました。残り2
台の水中ポンプについては、メダン市水道公社が緊急月1に保管し、継
続して故障時などの対応を行うことになりましたこ

―― 一メダン市水道公社の協カ
ー今回の水中ポンプ設置に当って、横浜市水道局のみの実施では現地

での作業などで困難が予想されたため、これまで交流実績があるメダ
ン水道公社に対して協力要請を行ったところ、局長、オ支術部長、経理

剪帰′縫喜曹:|に嬉ff2寡 箸雪雪

`だ

多

かつたことなどから、全面協

メダン|ド水道公社には、水中ポンプの通関手続きをはじめ、 トラッ
ク・乗月l卓及び運転手の提供、電気技術者の派遣などで絶大な協力を

ii[ii′ i:]墾 11まittililζ ]をli[]:li
これは横浜市とメダン市の技術交流で培われた信頼の賜物であると

li]iillク
単彙tili2NIilil「li幕i」

會::`:〔::[}:[:i:|]iま「[り:』]李:さ[条1

白石康会員
今IJ、 JECKの意向受けてソロモン諸|::EIIに 注漑専PI家 として派遣を承
りました1

(鹿児島在住)

]可だ占ι:許きだキli算具
は教えていません。フュ村の子供たちは親

系i:[|IFr「:l膚瞥換影督EttF婿」準夕百進言漕実株あ豪表
キリスト教でもイギリスのルーテル教会が主みたいです.
この辺で私の本題に入ります。
私は、灌漑の専門家で此の国に赴任したので
すが、何せゼロからのスタートでした。

達響晏せ楚県:自薪?岳協fこご手た↓礎逸認
業κ87禁療言ξ響量

て設計図を作成し、作
陸稲を水稲に替える為に、水の確保が必要不

り∠:喬ζttEI全響鴛採ξ察合『下F積
2万%∞kが嗽山端か戦

釜!!計][l「存
||:な哲繋,ATttr念 ?ア条′ザぁ票源倉「基桑

オ↑″菖繁鶏亀31■β
マラリリ`島4マ1紺抱役■竃雪

∫彿澁 鱗吻甫棚 l〔樽驚

ili[|1鮮輔デ1燃饗l[::il
皆さんは、ソロモンの海は、青いスカイブ
ルーと皆さんは思いでしょうけど、フュ村の
海のサンゴ礁は全部死んで、よって1、 も余り
も種類が多くなく沢山は泳いでいませんでし
たし

製李Fきをメ占I」躍Fヾ
流れ0ヽるの観酬を利用し、ポンプを設

lili‖11[輝た。析想撃暴F6奢基嘉欠婿葎皇置鳥tT概
と[芽響響た1跡

、深さ癖 ぃの0勁 ャ プロテクトを行う瀬 錨 む

成功しまき留
湖 れて人Fりが生き埋めになることれ 、円己でしたけど無事

代場をし蒼「

吸]|するホースが日本からの物は、全然使い物にならない

[::1111「
:|lζi[lililll:IIili[l:il

村の人たちは、夜魚を取りに行くみたいで
す=こ こで少し私が住んでいたフュ|」 の人た

ちの生活をlu‖l見ることにしましょう

憶[鋏F銹脚ぷ :
7]を11;jttir:土

[倉た子絆月′じまζ万ふZ;ξ事:最倉f

部謝1饒、勢聾製:な子l]」羊う

“
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任国あんなこと!こんなこと!

「酋長の娘と戦艦大和」 (後藤 隆郎 会員)
♪私のラバさん♪という「酋長の娘」の歌が1930年頃に流行し、

子供のころに回ずさんだことを思い出す。それは実業家杉山隼

人氏と酋長の娘ロサンの恋物語を石田一松作詞作曲によって唄

にしたもので場所は、現在のパラオ共和国である。杉山氏は事

業を始める以前は南洋庁のパラオ本庁に勤務し父とは面識があ

った。父は南洋庁の農業技師で在郷軍人の陸軍少尉であった。

1920年、日本は国際連盟の委任統治国としてカロリン群島 (パ

ラオ、ヤツプ、 トラック、ポナペ、ヤルート)を委任され、パ
ラオ島に本庁を置きその他の島々に支庁を置いた。私はコロー

ル町の生まれである。これらの群島はダーウインの進化論によ

るサンゴ礁が進化した島々で土地は肥沃でミカンが良く生育し

ていたのを思い出す。常夏であり砂浜は真っ自で海水は透き通

り、島の湾では珍しい魚が見られ水族館のようであった。1943

(昭和18年 )当時のパラオは平穏な島で、ある土曜日の午後には

公園の近くのテニスコートで島民の踊り見ることが出来た。当

時の踊る女性の_L半身は丸出しで色々な型をしたパパイヤが並

び、腰にはヤシの葉を細かく切り裂き幾重も厚く合わせたもの

を腰に着け足を上げても中身は見えず、男性はフンドシ姿で踊

っていた。果物のパパイヤはパパインという酵素を含有してい

るので、すき焼きの料理をするときは、青呆の皮をはぐと乳液

が出るのでその_Lに肉を置き、白い果肉も切り刻み料理に使い、

また、漬物にすることを母に教えられた。その事がその後の海

外生活の知恵として役立った。当時、パラオの人達を島民と呼

び公学校で日本語教育を教えていた。現在のパラオ語の50%位

は日本語と言われパラオ共和国は親日的である。

毎月一lnl、 日曜日に父と私たち子供二人で南洋神社
へ参拝して

いた。神社は高台にあり家から3kmの位置にあった。日中は暑

いので薄暗い時刻に家を出発し途中で日の出を迎えた。神社か

らパラオ湾を一望することが出来、父が「沖に停泊中の軍1監は

大和だよ」と言ったのを昨日のように思い出す。戦艦大和は内

地で改装のためトラック島を1943年 5月 8日 出港しているので

その時期と推測する。聯合艦隊司令長官山本五十六大将の乗っ

た飛行機が撃墜され、当時、古賀峯一大将が司令長官であった。

1944年のパラオ島は平穏であったが、中継地であつたパラオの

公園に休憩している日本の陸軍部隊が見られるようになり、あ

る日、樹形 lmのカポックの木陰で倒れている兵隊に水を掛け

ているのが見られた。夕方、帰宅した父は葬式のために軍服に

着替えて出かけた。

2月 に父が海軍に77集 され一旦日本へ帰国するため飛行場で見

送った。残された母と兄と私の三人は集団引き揚げの貨物船に

乗り、沖で見たものは10艘の船団となり、毎日、その周りに駆

逐艦または掃海艇が護衛し、港から港への船旅であった。台湾

の高雄に入港したときパラオが空襲になったと船内放送があり、

また、日本近海で台湾が空襲に見舞われたと聞かされ戦争は私

たちの後に迫り4月 19日 、無事門司港へ入港した。それは
一ケ

月の船旅であつた。

☆次回から特集テーマを決めて掲載します。☆
マニアの投稿大歓迎H

「ジャズの音はクリスタルシテイ。ニュいオルリンズから」(その2)
(高濱 清 会員)

ご存知のとおり、ニューオルリンズは、ジャズの王様アームスト

ロングを生んだところであり、アフリカ系米国人音楽家による正

当派のジャズを心行くまで堪能することが出来ます。町に目をや

れば、「欲望という名の電車」という映画で有名になった路面電車

が、多くの観光客を乗せて映画「風と共に去りぬ」にでも出てき

そうな大きな樫の木々に囲まれた町並みの中をゆったりと走って

いています。他方、市内のマーケットには、私が勤務した頃は、

豊富な魚介類、新鮮な野菜果物が所狭しと並んで、食生活の豊か

さを感じたものでした。日本食も健康食品的イメージで人気が高

くその評判は今も変わらないようです。

ここで当市と日本の関係上特記すべきことを紹介します。一つは

怪談などの作者で有名なラフカデイオハーン (小泉八雲)と の関

係です。彼は1877年 から10年間ニューオルリンズに記者として滞

在し、1884年 に同市で開かれた万国産業博覧会で見た日本文化に

あこがれ、訪日し多くの功績を残しましたが、現在はハーンが滞

在した島根県松江市が1994年 3月、同市と姉妹都市、友好都市関

係を締結し、民間交流を進めています。

次に、日本の科学者高峰譲吉博士と同市の係わり合いです。同博

士は、1884年 の万国産業博覧会の日本政府代表の一人としてこの

地を訪れそこで生涯の伴侶となる米国夫人と出会い、そこで長い

米国での生活の一歩を踏み出したのです。同博士は、アドレナリ

ンのタカジヤスターゼ発見の大偉業を成し遂げると共にニユーヨ

ークに最初の日米協会と日本倶楽部を作り、更にはワシントンの

ポトマック河畔に桜の本を植えるべく運動し、日米交流の架け橋

となった人物です。

現在、米国で二番目に大きいニユーオルリンズ港から飼料穀物、

化学製品などの多くが日本に輸出されていますが、日本からは化

学工場や自動車メーカー (ミ シシッピー州)が進出しています。

因みに日本総領事館は、ルイジアナ州の他にケンタッキ
ー、テネ

シ、 ミシシッピー、アーカンソー州の5州 を管轄する責任を持っ
ています。皆さんが旅行される際の参考にして下さいc最後にカ

トーリナによる被災からニューオルリンズ市が一刻も早く立ち直

ることを祈念し同市の紹介を終えたいと思います。(了 )

編集後言
皆様、桜は御覧になつたでしようか。

今年は寒かつたせいか、桜の花が近年になく美しく咲いたように

思われます。先日、谷岡会員の紹介で横浜のあるコミュニテイで話

をする機会がありました。最近は、このような地域のボランテイア

の集まりが多くなり、会の世話役の父母さん方が熱心にさまざまな

問題に取り組んでいる話を伺い、とかく他者との関わりが薄れてい

る現代、新しい地域社会が確実に生まれているようでとても心強く

思いました。

この春、」ECKの中に新しく生まれるNPOも、いつの日か大き

な花が咲くことを願つています。このNPOに新会員を是非お連れ

下さい。
(佐藤)
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